





























































































































































































































































































■＜ listen と hear の違い＞
　<hear の定義 >
　・to be aware of sounds with your ears
  <listen の定義 >

















































































































見ていると学生たちは事前打ち合わせでは全く想定していなかった OJT（on the job 
training）を始めていた。受付役と，参加者役に学生が分かれて模擬受付を行い流れの確
認を始めたのであった。
　この瞬間，学生たちは全員ひとまわり大きく成長していた。全員が頼もしく見えた。
　列車が到着してしばらく様子を見ていると，不安な要素はまったくなかった。彼ら彼女
たちは，笑顔で声をだし，「おはようございます！お疲れ様です！古道歩きイベントの受
付はこちらです！」と自分たちで雰囲気を作り出してくれていた。その声と明るい表情を
みて，参加者の皆さんの表情も明るくなり，不思議な感覚だったが，養老渓谷駅前は「わ
くわくするような空気」に変容していた。（写真参照）
■＜旧福野小学校の大きかった存在意義＞
　まちおこしを成功させるカギは「よそ者」「若者」「馬鹿者」とよく言われる。今回のイ
ベント（「ローカル線と古道歩き」）にその言葉を例えるならば，「よそ者」は本学の関係者，
「若者」の中心はもちろん地元の高校生，そして本学人間社会学部の学生たちという事に
なる。「馬鹿者」とは，もちろんものの例えであって，敢えて言うなら「今までの既成概
念や過去の経験に縛られない，自由発想のできるフレキシブルな考えを持った者（頑なに
保身的，自己防衛的な者から見れば“馬鹿者”）」であろう。
　一方，最近は違った視点で地域活性化に必要とされる要素を表現している。何かと言え
ば「商店街」「祭り」そして「小学校」だそうだ。
　商店街と祭り（イベント）は「ローカル線と古道歩き」においても重要な役割を担って
いる。後述するが，ゴールの久留里駅前で，参加者をあたたかく出迎えて頂いた中心には
久留里駅前商店街の方々がおられたし，「ローカル線と古道歩き」は高大連携，特に地元
模擬受付をする学生たち 役割の確認 実際の受付の様子
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の高校生の“顔が見える”新たなお祭りであり，地域イベントであったと思う。
　３つ目の「小学校」は，同じ小学校を卒業したという“繋がり”が，地域活性化におい
て地元住民が本気になるための重要な要素であるという視点でよく語られているキーワー
ドだ。
　今回のイベント（里山コース）のほぼ中間地点に廃校となった福野小学校があり，前述
のとおり，普段立ち入ることができない校舎内を休憩スポットとして活用，ウォーキング
イベントでは必須のトイレ休憩，水分補給場所としての活用はもちろんだが，さらにもっ
と重要な要素は，その廃校という地域の文化財を有効活用して，地元木更津東高校の学生
さんが企画提案された「お弁当」と「和菓子」をそこで校長先生，教頭先生も一緒に生徒
さんと販売したという事だ。
■＜イベントに付加価値をもたらした廃校の有効活用＞
　千葉県君津市立福野小学校は，明治33年に創立され，創立100年目となる平成14年３月
に廃校となっている。最後の児童数は６名，廃校から15年経った今も，木造校舎は当時の
思掛けをそのまま残している。
　今までに２回ほど，学生と一緒に下見を兼ねた AL で現地を見てはいたが，校舎の中は
窓から覗く程度で内部を見ることはできなかった。当日の校舎内のレイアウト，トイレの
状態等については，君津市観光課の方々にお任せするしかなく，事前確認できていたのは，
校舎内の下足移動程度であった。
　イベント当日，里山コース参加の方々とアシスト学生十数名が無事休憩スポットである
旧福野小学校に到着した。入口は開放され，君津市役所の観光課長が自ら一行を出迎えて
頂いた。事前の打ち合わせ通り下足のまま中に入ることができた。そこは本当に不思議な
空間であった。参加者が皆同じ雰囲気を味わったであろう。場所は違っていても，そこに
は昔学んだ“小学校”の面影がしっかりと残っていた。いわゆる“木造校舎”の匂いも感
じることができた。廊下，壁，階段，机，椅子，そして黒板…参加者は疲れを忘れ，口々
に皆それぞれの昔の思い出を笑顔で語り合っておられた。（写真参照）
　校舎の一番奥の大教室の入口に木更津東高校の学生さんが和菓子を販売しており，その
隣が大学生が担当するお弁当コーナーがあった。入口で高校生，大学生から「お疲れ様で
した！」と笑顔で挨拶され，参加された皆さんは本当に楽しそうに奥のテーブル席へと向
かわれていた。
　決して豪華でも，綺麗でもない。多少薄暗い教室の中，でもそこには演出でない“おも
てなし”があった。しかも手に取ったお弁当を企画した高校生がすぐそばにいて，その高
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校生たちが和菓子まで企画に参加，販売まで行っており，お弁当を手渡ししてくれている
のは高大連携の大学生だ。さらに言うなら，その場の準備は君津市役所の方々が朝早くか
ら担ってくださり（トイレの男女分けにカーテンも付けて下さっていた），木更津東高校
の校長先生，教頭先生まで駆けつけて下さっていた。ちなみにお弁当は木更津で割烹料理
店を経営する「四季味宴席たく」の社長が全面的にご協力くださり，高校生たちの企画に
込められた思いを忠実に，しかも日本酒で有名な久留里から酒粕を仕入れ敢えてメニュー
に加えて下さっていた。和菓子も木更津東高校近くの和菓子の名店「さわや」が協力して
下さった。
　ほんの１時間弱程度の滞在時間であったが，そこには凝縮された“地域住民”の思いが
あった。その思いを引き出し，繋げたのは「若者（高校生，大学生）」だ。
　食事が終わると参加された方々は，その日だけの特別校舎内見学を楽しんだ。廃校に
なって15年が経過しているが，残された机，椅子，そして黒板，校舎にあるすべての物か
ら，不思議な郷愁が醸し出されていた。あらためて“廃校”という地域の財産がいかに大
事であり，またその価値を見直し，さらにその価値を活かすのも，地元地域の「馬鹿者」
校舎の入口 手洗い場 教室内
二階の廊下 階段 廊下
校舎内休憩場所 お弁当のお渡し場 校舎内子弁当の看板
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「若者」「よそ者」の役割なのだろうと感じた。
■＜里山コースの一行は一路久留里駅へ＞
　食事休憩と校舎内見学を終えた一行は一路久留里駅へと向かった。一般向けのコースと
は言いながらも，未舗装の道，手掘りのトンネルもあり（写真参照），里山の雰囲気を楽
しむことができた。イベント参加者一行の前後，中間に学生アシスタントが同行し，先頭
は道先案内，中間では先頭と最後尾の距離が開きすぎないように調整をしていたし，最後
尾は常に全体の人数を確認しながら，救急セットや AED も携帯していた。旧福野小学校
までの前半はひたすらルートを間違わないように黙々と歩いていたが，お弁当を食べ，一
息ついた後半には少し変化が見られた。学生たちと参加者が何やら会話をかわしながら楽
しそうに歩く光景が増えていたのだ。
　何気にその会話を聞いてみると，参加者ご自身の昔話やら，どこから来られたのかとか，
そして学生たちには，「今何を勉強しているのか？」「なぜこのイベントに参加しているの
か？」「将来の夢は？」などのいわゆる質疑応答が自然な流れ（歩き続けるという自然な
流れ）の中で交わされていた。普段なら「そんなことなぜ聞くの？」という質問に対し，
学生たちは丁寧に，そして活き活きと，自分の言葉で“語る”ことができていたし，参加
された方々も，普段ほとんど会話などする機会などない“今どきの若者たち”との会話を
楽しんでおられた。そうした光景を眺めながら二つのことを考えていた。
　一つ目は，このイベントに至る２年間で学生たちは久留里商店街のお店を取材し，「る
るぶ」という雑誌編集の AL に参加し，地域の魅力，里山の歴史を学び，地元の高校生と
の交流を行ってきたという点だ。そうした実際にやってみるという“学習”を通して学生
たちは「コミュニケーション基礎力」を磨くことができていたのだと思う。
　二つ目は「廃校の中に立ち入り，その瞬間タイムスリップしたかのような不思議な体験
ができた」という点だ。心理学，特に認知症高齢者に対するリハビリテーションの一手法
手掘りのトンネル 参加された方々と歩く学生たち
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として「回想法」12）があるが，この体験はお互いに，自分自身の歴史を振り返り，「思い出」，
「なつかしさ」，そうした“記憶の引き出し”を久しぶりに開けながら（オープンなマイン
ド状態），会話を楽しむきっかけになっていたように感じた。
■＜ゴール地点（久留里駅前）での歓待＞
　予定通りトラブルもなく，里山コースの一行は最終ゴールの久留里駅へ向かっていた。
久留里駅前商店街に入ると道端に“水飲み場”があって，一行は最後の休憩を取った。
　そこからゴールまでは300m くらいで，だんだんと薄暗くなってゆく歩道に立ちながら
最終ゴールの状況をイメージしていた。それは当然イメージする“想定”かも知れないが，
ここまで高大連携という，しかも高校生の提案の実現に地元商店街，行政，商工会議所，
JR 東日本，等が協力し，今までにない「観光による（「ローカル線と古道歩き」）地域活
性化」が実現し，そのイベントが無事に終わろうとしている。もしかしたら，ゴールでは
ささやかかも知れないが，“お迎え”があるのでは？という期待感を抱いていた。ただ，
何時に到着するかわからない中で，さらに言うなら「里山コース」「古道コース」が別々
に到着するというファジーな状況で果たして地元の方々が迎えに出てくれるものだろう
か？という不安もあった。正直言って不安の方が勝っていたかも知れない。
■＜思いがけない感動＞
　イベントのラストは先頭に立ちながら参加された方々を久留里駅前へと誘導した。商店
街から信号のある角を曲がって百メートルほど先が駅前ロータリーなのだが，目にした光
景は人気のないいつもの駅前とは違っていた。何やら大勢の人たちがおられ，カラフルな
テントが見えてきたのだ。
　正直言って何がどうなっているのか，想像できていなかった。イメージしていたのは，
駅舎の前に駅長を含めた何人かの方々が出迎えて下さっているという程度のものだった。
　
12）山口晴康（2008年）『認知症予防』協同医書出版社 P194
久留里の名水に足をとめる参加された方々
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駅に近づくと，駅前ロータリーにおられる方々全員がこちらの方に視線を向け，「お帰り
なさい！」「お疲れ様でした！」という声も聞こえてきた。どの顔も笑顔で，本当にここ
ろから“お待ちしていましたよ！”という優しい笑顔とイベントを歩き終えた方々に対す
るねぎらいの言葉かけをしてくださった。
　本当に涙が出そうになるほど感動的だった。当然のことだが，参加された方々もまさか
の“サプライズ”に疲れは吹っ飛び，学生諸君も皆，最高の笑顔で出迎えの人々の輪の中
へ吸い込まれ，地域の方々，テントのもてなしの方々，出迎えて下さった駅長以下，行政，
学校関係者が一体となった素晴らしいラストシーンが展開されたのだった。
　テントには“のぼり旗”も立てられ，甘酒と豚汁は参加メンバー，学生たちに無料でふ
るまわれたし，他のテントでは地元の名産品をお土産として販売されていた。地元君津青
葉高校の先生方，生徒さんもテントを設置して出迎えてくださり，そのテントには，高校
生たちが栽培した野菜が展示されていた。（販売でなく，展示になっていたのは，前日に
開催された別イベントでほぼ完売してしまい，残念ながら展示用に１種類ずつ残しておい
て下さったとの事だった。）
■＜古道コースの一行が無事にゴール＞
　里山コースの一行がゴールしてから30分ほど遅れて古道コースの一行が無事にゴールさ
れた。あたりはもう夕暮れだった。しかし，その薄暗い駅前ロータリーがテントの明かり
で照らされ，出迎えの方々からの声，そして地元のみなさんのおもてなし，歓待の雰囲気
が，何とも言えない感動的な雰囲気を醸し出していた。
　プロジェクトリーダーの鈴木孝男教授も，無事に一行がゴールできた安堵感と，まさか
の出迎え，おもてなしサプライズに本当に嬉しそうに出迎えて下さった方々と次々に挨拶
と言葉を交わしておられた。
　しばらくの間，もてなされた甘酒，豚汁を食しながら，参加された方々も，地元の方々
駅前で甘酒や豚汁をサービス 里山コース集合写真
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も学生たちも，“ごちゃ混ぜ”になって様々な会話を楽しむことができていた。その姿は，
このイベント（「ローカル線と古道歩き」）が起爆剤，接着剤となり，「よそ者」「若者」「バ
カ者」が一体となる地域活性化の象徴的な場面であったように感じた。
　久留里線の発車時間までの間，参加者にはアンケート調査に協力して頂き，最後に私た
ちは駅改札口に向かう参加された皆さんに笑顔で手を振りながら，お見送りをさせて頂い
た。
　地元の皆さんもお見送りが終わると，テントの片付けを開始されていた。その脇で私た
ちは学生リーダー，鈴木孝男教授を中心に振り返りと反省会を行った。
■＜アンケートの集計結果から＞
　参加された39名の内，33名からアンケートの回答を頂いた。満足度については，大変満
足16名，やや満足９名，普通２名，やや不満足，大変不満，その他は０であった。「印象
に残った場所」としては，“古道歩き”４名，“学生の対応が良かった”４名，“弁当が美
味しかった”３名，“旧福野小学校”５名，“紅葉”４名であった。
　要望等，自由記載には「弁当が美味しかったです」「学生さんや参加者の方と良き交流
が持てて，楽しいひとときでした。感謝！」というコメントも頂いた。
　アンケートからは参加された方々が今回のイベントに対し，概ね満足して頂けたことが
わかった。そしてその要素に“学生”の存在が大きかったことが読み取れる。美味しいお
弁当を企画してくれた木更津東高校の生徒さん，旧福野小学校で“おもてなし”をしてく
れた高校生，大学生，そして，古道歩きのガイドをしてくれた若者たちとの“交流”が楽
しかったという方もおられた。そして，本当の意味で“振り返りと評価”が必要なのは，
このイベントの企画，準備，当日と，大活躍してくれた高校生，大学生に対してだろう。
この AL に参加することが学業，学科の評価にダイレクトに結びつく訳でもなく，それこ
そ点数評価されるものでもないこの“やってみる学び”に対し，何を感じ，実際に達成感
到着された古道コースの一行 イベントの振り返りと反省会
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を感じることができたのか？新たな課題認識ができたのか？我々教員がしっかりと高大連
携という枠組みの中で，学生たちと向き合う必要があると感じた。
第４節　今後に向けての課題
■＜高大連携がもたらした効果について＞
　地域活性化という社会課題に対し，高大連携による「ローカル線と古道歩き」というイ
ベント開催が大きな効果性を発揮した。地域活性化の本質的課題は，どうすれば地域住民，
地域の若者たちが本気になるかどうかであった。そのためには，“若者の目線，視点，感性”
が必要であり，それを引き出す“仕掛け”としての高大連携が大きな役割を果たしてくれ
た。もちろん主役は高校生，大学生であったが，その若者たちの“本気度”に触発された
大人たちが動き出してくれたように感じた。地元商店街，観光協会，自治体，JR など，
地域が一体となって協力体制を築いてくれ，イベントのゴールであった久留里駅前で，参
加された方々を出迎えて頂いたパフォーマンスは“地域が一体となった”象徴的な出来事
だった。
　振り返ってみると，若者たちの“目線”を知る上で「フォトコンテスト」「夢づくりコ
ンテスト」の仕掛けは予想以上の効果性があった。若者たちの感性で撮影された写真には，
大人たち，よそ者とは違った“魅力”がどの写真からも読み取ることができたし，夢づく
りコンテストで高校生たちが行ったプレゼンテーションには地元の若者たちの熱意と迫力
を感じ取ることができた。その“迫力”には自分たちの地域の魅力を掘り起こし，伝え，
知ってもらい，その魅力発見が継続的な地域活性化に繋がるという“物語り”があった。
　その“物語り”は大人たち（地元の商店街，自治体，企業，地域住民）の心を揺り動か
し「協力する」という具体的な行動へと導いてくれた。
■＜成果と意義について＞
　このイベントに参加してくれた若者たいは，皆“いい顔”をしていた。その背景には，
やらされているという受動的な感覚ではなく，自らが動機付いた内発的，自発的な“やる
気”があった。その“やる気”は高大連携という新たな枠組みのなかで，チームとして協
働し，プレゼンテーションを行い，そのパフォーマンスの過程と成果が評価される（認め
られる）というプロセスを経ながら，新たな前進へと進化して行った。
　さらに大事なことは，高校生が大学生と連携しながら地元に目を向け，地域と一緒に
なって開催されたイベントに多くの参加者があり，その参加者（よそ者）から高く評価さ
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れるという，理想的な地域活性化パフォーマンスを実現してくれたという事だと思う。
「ローカル線と古道歩き」というイベントを通して，地元の若者たちと，大人たちが本気
になって取り組む地域活性化の第一歩が実現したのだと思う。そこには地域の社会的な課
題に対し，地元の若者，大人たちが自らの意志で向き合い，関わる“きっかけ”という社
会的意義もあったと考える。
■＜これからの課題について＞
　高大連携をベースとした「ローカル線と古道歩き」が大きな効果を生み，そこに社会的
な意義も見出されたと述べたが，今後に向けて課題も残されている。
　最大の課題は「サスティナビリティ（継続性）」だ。本来の地域活性化は単発の打ち上
げ花火的なものではなく，地域住民が本気になり，継続的に地域住民と「若者，よそ者，
バカ者」が関わりながら進化，発展して行かねばならない。しかもその活性化を少子高齢
化の進捗が著しく，若者たちの流出に頭を抱える地方都市で実践するとなると，主役は若
者だろう。仕掛けを大人たちがするにしても，その仕掛けの中に若者を絡めていない仕掛
けは，大体が大人たちの自己満足的な，単発イベントに成り兼ねない。だからこそ高大連
携なのだと考える。
　しかしながら，そこにも課題はある。高大連携というお題目を唱えていれば，済むもの
ではない。地域を本気にさせる高大連携にはしっかりとした“ビジョン”が必要だ。そし
てその“ビジョン”を学生たちに“語り，地域住民，自治体，商店街等を巻き込む“仕掛
け人”が必要だ。その仕掛けに魅力があれば，そこに金銭的な支援も生み出されるだろう。
　そうした役割を果たせるセンスと能力を持った“プロジェクトリーダー”の存在こそが
これからの最大の課題だと考える。その役割を“教員”が担うことが理想かも知れない。
　今回の「ローカル線と古道歩き」も振り返ると，本学人間社会学部のアクティブラーニ
ングとして「久留里線プロジェクト」からスタートしており，2015年４月〜2016年11月の
長期にわたってプロジェクトをディレクトしてこられた鈴木孝男教授の存在があったから
実現できたイベントだ。だとすると，今後，あらためて「高大連携」と「地域活性化」を
実践論的に考えるならば，プロジェクトリーダーとしての教員の存在，そしてそうしたセ
ンスと行動力を持った教員の育成こそが最大の課題かも知れない。高校，大学，双方でそ
うした教員が育成され，そこに学生たちが関わることによって，また，そうした AL（やっ
てみる学び）から多くの学生が“社会人基礎力”を身に付け，社会で活躍してくれること
を望みたい。
　このイベントに参加してくれた高校生３年生の多くは大学に進学し，大学４年生はほぼ
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全員が社会人としてそれぞれの分野で活躍してくれるだろう。「ローカル線と古道歩き」
をともに企画，参画してくれた若者たちが，“関わったイベントをやり遂げた”という達
成感だけでなく，その経験をそれぞれの地域で，未来に繋がる課題解決の担い手として，
これからも成長し続けてくれることを願いたい。
　
